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放射性セシウムと食のリスク



稲わら・牛肉のセシウム汚染事案の経緯（１）

• 3月11日 原発事故発生（３ｋｍ圏内の避難指示等）

• 3月12日 水素爆発（２０ｋｍ圏内の避難指示等）

• 3月19日 福島県内の農場から採取した原乳から暫
定規制値を超える放射性物質検出

• 3月19日 農林水産省から東北・関東の各県に「事故
後に刈り取った乾牧草の給与や放牧等を制限」するよ
う指導

• 3月22日、29日 福島県は農水省通知を受け、「開放
された保管場所では乾草や稲わら等をシートで覆うな
どして保管する」よう指導。



稲わら・牛肉のセシウム汚染事案の経緯（２）

• ４月1４日 農水省から東北・関東の各県に対し、「粗
飼料の放射性物質の暫定許容値」を通知

• ４月22日 農水省から東北・関東の各県に対し、「暫
定許容値を上回る地域の粗飼料の保管等」を指導

• ６月８日 農水省から東北・関東の各県に対し、「保
管牧草について、放射性物質の濃度に応じた処分方
法等」を指導

• ７月８日 東京都の検査の結果、福島県産(南相馬
市）の牛肉から暫定規制値を超える放射性セシウム
を検出。



粗飼料の給与制限
農水省は、牧草など飼料作物の給与による畜産物の放射性
物質汚染を防ぐため、「粗飼料の暫定許容値」を設定、通知。

放射性セシウム 放射性ヨウ素

乳用牛 ３００ Bq/kg ７０ Bq/kg

肉用牛 ３００ Bq/kg 農産物の出荷制限
地域以外で生産その他の牛 ５０００ Bq/kg

粗飼料中の放射性物質の目安（暫定許容値）

飼料のセシウム
濃度と牛肉への
残留との関係

８／２通知で
その他の牛は
３０００ Bq/ｋｇ



牧草のモニタリング

放射性セシウムによる牧草等の汚染状況を確認するため、関
東・東北の１４県が牧草モニタリングを実施

（４月２２日以降、一番草の伸びを考慮しながら順次、実施）

牧草のモニタリングの例(宮城県栗原市）

農水省ＨＰ：「牧草中の放射性物質検査結果」
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/joho/sa
igai/syouhi/bokusou_kensa.html

放射性セシウム

放射性ヨウ素



放牧・粗飼料利用が可能な地域等

モニタリングを繰り返しながら、暫定許容値を下回った地域は利用制限を解除



畜産物のモニタリング
放射性セシウムによる畜産物（原乳、牛肉、豚肉、卵等）への残留状況を確認する

ため、地方自治体が畜産物のモニタリング検査を実施。

農水省ＨＰ：「畜産物中の放射性物質検査結果」

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/joho/saigai/seisan_kensa.html



南相馬市の事例

ヨウ素ー１３１
（Ｂｑ／ｋｇ）

セシウム（１３４＋１３７）
（Ｂｑ／ｋｇ）

稲わら（秋に刈り取り春に
収納）

ＮＤ ７５，０００（１７，０４５）

オーツ・ヘイ（輸入粗飼料） ＮＤ ９８０（２２３）

牧草（自家産一番草） ＮＤ ６，６００（１，５００）

配合飼料(購入) ＮＤ ＮＤ

家畜用飲水（地下水） ＮＤ ＮＤ

7月8日、9日に東京都が実施した検査で、南相馬市内
の農場から東京食肉市場に出荷された肉牛11頭から
規制値を超える放射性セシウムを検出。

当該農場を立ち入り調査し、飼料等を検査した結果、
稲わらから７５，０００Bq/kgを検出。

この稲わらは、秋に刈り取って田においてあったものを、
事故後に収集したものと判明。



なぜ稲わらが汚染されていたのか

稲わら
(原発事故後に収納）

稲わら

（昨年秋に収
納)

牧草（一番草）

南相馬市 ７５，０００（１７，０４５） ６，６００（１，５００）

白河市 ９７，０００（２２，０４５） １，７３０（３９３）

郡山市 ５００，０００（１１３，６３６） ２４０（５５）

本宮市 ６９０，０００（１５６，８１８） ２００（４５）

喜多方市 ３９，０００（８，８６４） ＮＤ

• 収穫後の稲は、地上に横たわっており、降下してくる放
射性物質を受け止める表面積が大きい。

• 雨水等により田んぼに放射性物質が流れ込んだ可能
性があり、収集時に土を巻き込みやすい。

原発事故後も水田に放置されていた稲わら



白河市の事例（耕畜連携）

浅川
町Ａ

•稲わら給与

•４２頭出荷

白河
市Ｂ

•給与せず

•出荷なし

矢吹
町Ｃ

•育成牛のみ
給与

•出荷なし

白河市・稲
わら収集集
団が3/15日
以降に収集



宮城県産稲わらの事例（広域流通）

宮城県稲わら販売
業者

山形県

新潟県

岐阜県

宮城県内肉牛農家

上記のほか、北海道、青森、福島、秋
田、埼玉、茨城、静岡、島根県に流通。

宮城県の稲わら販売業者が原発事故後に収集した稲わらを、販売して
いたため、影響が拡大。事故後収穫稲わらの利用農家は１５県に拡大。
稲わら自体のセシウム濃度は宮城県産わらは数千～２万Bq/kg程度。



なぜ肉用牛ばかりなのか

• 肉用牛肥育にとって、稲わらは粗飼料として
きわめて重要。

• 特に仕上げ期には、粗飼料は稲わらのみと
なる場合が多い。（牧草は、脂肪を黄色化）

• 土地基盤を持たない肥育農家の多くは、購入
粗飼料に依存。大規模飼育になるほど、遠隔
地でも定時・定量の確保が可能な稲わら業者
等との取引を重視する傾向。



航空機モニタリングで見る汚染の広がり
福島第一原発から80km圏内のセシウム
１３４、１３７の地表面への蓄積量の合計
（5月6日公表・文部科学省）

宮城県、栃木県を含めたセシウム１３４、
１３７の地表面への蓄積量の合計
（7月27日公表・文部科学省)



汚染稲わら給与農家の概要

使用肥
育農家

稲わら
生産地

給与牛出
荷農家

出荷頭
数(※）

牛肉検
査頭数

規制値超過
頭数

備考

北海道 １ 宮城 １ １４ ３ ０

青森 １ 宮城 ０ ０ ０ ０

岩手 ２５ 岩手 ２１ ３５３ ２７ ６

宮城 ６８ 宮城 ５８ １１８０ １６５ １９

秋田 ６ 宮城 ３ ７ ３ ０

山形 １５ 宮城 ７ ９８ ４４ ２

福島 ３１ 福島・宮城 ２２ ８４３ １８２ ２０

茨城 ７ 宮城・茨城 ４ ７８ ２５ ０

栃木 ３ 栃木 ３ ６ １ １

群馬 ２ 宮城 ２ ４１９ ３８ ０

埼玉 ２ 宮城 １ ０ ０ ０

新潟 １８ 宮城 １４ １１８ ７８ ０

岐阜 ８ 福島・宮城 ８ １７０ ８１ ０

静岡 １ 宮城 １ １３８ ５４ ０

三重 １ 宮城 １ ６８ ２６ ０

島根 １ 宮城 １ ６ ３ ０

総計 １９０ １４７ ３４９８ ７３０ ４８

８月２日現在農水省



汚染稲わら給与牛の検査結果(概要)
浅川町 郡山・喜

多方・相
馬

二本松・本
宮、須賀川
等

白河市・猪
苗代町

福島計

出荷頭数 ４２ ８４ ４１１ ２８ ５６５

検査頭数 ２６ ３７ １１１ ３ １７７

規制値超※ １２ ２ ー ー １４

規制値以下 １４ ３５ １１１ ３ １６３

岩
手

宮城 栃
木

山
形

秋
田

北
海
道

新
潟

静
岡

三
重

岐
阜

茨
城

群馬 合計

出荷頭数 ８１ １０３１ ８ ９８ ９ １５ １１１ １４２ ７０ １７０ ７８ １３ １８３２

検査頭数 １６ ５６ ４ ３２ ３ ５ ４６ ５５ ２０ １６ １７ ７ ２７７

規制値超 ５ １５ ４ ２ １ ー ー ー ー ー ー ー ２７

規制値以下 １１ ４１ ー ３０ ２ ５ ４６ ５５ ２０ １６ １７ ７ ２５０

資料：厚生労働省HP：「特定の農家から出荷された牛の肉の流通調査結果について」（7月30日公表分）
注：※暫定規制値超過事例は、回収措置がとられる

卸売市場又はと畜場の次の流通段階での状況



牛肉検査結果における放射性セシウム濃度と頭数
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注１：放射性セシウム濃度はセシウム‐１３４とセシウム‐１３７の合計値
注２：頭数、数値は厚生労働省発表による

検査頭数：６５９頭
（2011.8.2現在）

このグラフには、南相馬市の次の
例は含まれていない。

と畜場留め置きの１１頭は１５３０
～３２００Bq/kg
流通した６頭は１５４７～４３５０
Bq/kg

汚染稲わらを給与
し、厚生労働省が追
跡している牛肉



食品と放射能

暫定規制値は、食品の放射能濃度が半減期に従って減っ
ていくことを前提に、このレベルの汚染を受けた食品を飲食
し続けても健康影響がないものとして設定されています。こ
のように暫定規制値は、相当の安全を見込んで設定してあ
り、出荷停止となった食品をそれまでの間、一時的に飲食し
ていたとしても健康への影響は心配ありません。

～市民の皆様へ～

今回検出された放射性セシウム濃度６５５ベクレルの牛肉
を、１ｋｇ食べたとすると、体が受ける影響は成人でおよそ０．
０１ミリシーベルトになります。国の定める暫定規制値は、規
制値レベルで汚染された食品を１年間食べ続けても問題の
ない数値で設定されていて、これは、食品全体からのセシウ
ムの被曝が年間５ミリシーベルトを超えないようにする、とい
う考え方に基づいています。

消費者庁「食品と放射能Ｑ＆Ａ」

三重県プレスリリース



各県の出荷自粛要請等

出荷制限指示

県内で飼養されている食肉に供する
牛または供する予定の牛

福島県、宮城県、岩手県、栃木県

原発事故後、県内外で収集された飼料
（稲わらを含む)を給与した畜産農家等

秋田県

１６都県産の稲わらを対象として、暫定
規制値（３００Bq/kg）を超えたものを給
与した畜産農家

北海道、山形県、群馬県、三重県

原発事故後、宮城県産稲わらを給与し
た肥育農家

茨城県、埼玉県、静岡県、岐阜県（岩手、
福島県産を含む)

宮城県産稲わらを対象として、暫定規
制値（３００Bq/kg）を超えたものを給与し
た畜産農家

青森県、新潟県（福島県産も）、島根県

２３年８月２日現在

(注)各県の取り組み状況は簡素化して表現している。また、このほか、農協等による出
荷自粛も行われている
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福岡市場

7/1 7/8 7/15 7/22

大阪市場
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埼玉市場

7/1 7/8 7/15 7/22

仙台市場

市場別牛肉価格の推移

仙台市場 価格動向
７月１～７日平均 1,468円/kg
８日以降最低値 1,106円/kg

事故発生前の一週間と比較すると
最大で約２５％の価格下落
（シェア：東北産100％）

• 東京市場の牛肉価格は、セシウム汚染牛問題が発生した７月８日以降急激に下落し、問題発生前の７月１～７日平均値（1,579円/kg）と比
較すると最大で約６２％の価格下落（７月19日：598円/kg）が確認されるとともに、放射性セシウムに汚染された稲わらが流通した東北・関東
の市場（大半が東日本から牛肉を調達）においても同様の急激な価格下落が確認された。

• 他方、関西・九州など西日本の市場（大半が西日本地域から牛肉を調達）では、問題発生前の一週間と比較して、大幅な価格下落は見ら
れず、最大でも下落幅は数％程度に留まっていることが確認された。

福岡市場 価格動向
７月１～７日平均 1,596円/kg
８日以降最低値 1,528円/kg

事故発生前の一週間と比較すると
最大でも価格下落は４％程度

（シェア：九州産100％）

大阪市場 価格動向
７月１～７日平均 1,593円/kg
８日以降最低値 1,490円/kg

事故発生前の一週間と比較すると
最大でも価格下落は６％程度

（シェア：九州産65％、中国四国産
20％、近畿産5％、その他10％）

埼玉市場 価格動向
７月１～７日平均 1,372円/kg
８日以降最低値 445円/kg

事故発生前の一週間と比較すると
最大で約６８％の価格下落

（シェア：関東産95％、東北産5％）
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東京市場

東京市場 価格動向
７月１～７日平均 1,579円/kg
８日以降最低値 598円/kg

事故発生前の一週間と比較すると
最大で約62％の価格下落

（シェア：関東産55％、東北産45％）

（円/kg）

資料：東京食肉市場、仙台食肉市場、大阪食肉市場、福岡食肉市場調べ
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7/1 7/8 7/15 7/22

岩手県
※牛肉から基
準値を超える
セシウムが検
出された県

福島県の出荷制
限指示及び東北6
県の出荷自粛等
により、取引数量
が減少して引き合
いが強くなったた
め、価格が上昇
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セシウムが検
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※牛肉から基
準値を超える
セシウムが検
出された県
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青森県
円/kg

各県の牛肉価格の推移（A4去勢）

７月１～７日平均 1,550円/kg
８日以降最低値 1,105円/kg
（７月２０日）

最大で４４５円（約２８％）の
価格下落

７月１～７日平均 1,870円/kg
８日以降最低値 554円/kg

（７月１９日）
最大で１，３１６円（約７０％）の
価格下落

７月１～７日平均 1,613円/kg
８日以降最低値 630円/kg
（７月２０日）

最大で９８３円（約６１％）の
価格下落

７月１～７日平均 1,575円/kg
８日以降最低値 734円/kg
（７月２１日）

最大で８４１円（約５３％）の
価格下落

7月25日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

7月21日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

7月18日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

7月18日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

資料：農林水産省生産局畜産部畜産企画課調べ



7月25日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛
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茨城県
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福島県

7月19日
本部長指示
出荷制限

※牛肉から基
準値を超える
セシウムが検
出された県
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栃木県
※牛肉から基
準値を超える
セシウムが検
出された県

福島県の出荷制
限指示及び東北6
県の出荷自粛等
により、取引数量
が減少して引き合
いが強くなったた
め、価格が上昇
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宮城県円/kg

牛肉価格（Ａ４去勢）の推移

７月１～７日平均 1,615円/kg
８日以降最低値 556円/kg

（７月１９日）
最大で１，０５９円（約６６％）の
価格下落

７月１～７日平均 1,581円/kg
８日以降最低値 465円/kg
（７月１９日）

最大で１，１１６円（約７１％）の
価格下落

７月１～７日平均 1,563円/kg
８日以降最低値 868円/kg
（７月２１日）

最大で６９５円（約４４％）の
価格下落

７月１～７日平均 1,229円/kg
８日以降最低値 401円/kg
（７月１９日）

最大で８２８円（約６７％）の
価格下落

7月８日

稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

7月18日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

7月18日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

※牛肉から基
準値を超える
セシウムが検
出された県

資料：農林水産省生産局畜産部畜産企画課調べ



各県の牛肉価格の推移（A4去勢）

7/1 7/8 7/15 7/22

埼玉県

７月１～７日平均 1,550円/kg
８日以降最低値 525円/kg
（７月１９日）

最大で１，０２５円（約６６％）の
価格下落

7月19日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

7/1 7/8 7/15 7/22

千葉県

７月１～７日平均 1,586円/kg
８日以降最低値 788円/kg
（７月１９日）

最大で７９８円（約５０％）の
価格下落

0

500

1,000

1,500

2,000

7/1 7/8 7/15 7/22

群馬県

７月１～７日平均 1,561円/kg
８日以降最低値 467円/kg
（７月１９日）

最大で１，０９４円（約７０％）の
価格下落

7月20日
稲わらセシウ

ム検出
出荷自粛

円/kg

資料：農林水産省生産局畜産部畜産企画課調べ



各県の牛肉価格の推移（A4去勢）

７月１～７日平均 1,614円/kg
８日以降最低値 1,300円/kg
（７月２４日）

最大で３１４円（約１９％）の
価格下落

７月１～７日平均 1,762円/kg
８日以降最低値 1,397円/kg
（７月２５日）

最大で３６５円（約２１％）の
価格下落
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静岡県
円/kg

7月20日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

7/1 7/8 7/15 7/22

岐阜県

7月21日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

7/1 7/8 7/15 7/22

新潟県

7月18日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

７月１～７日平均 1,690円/kg
８日以降最低値 1,600円/kg
（７月１９日）
最大で９０円（約５％）の
価格下落

資料：農林水産省生産局畜産部畜産企画課調べ



各県の牛肉価格の推移（A4去勢）

７月１～７日平均 1,696円/kg
８日以降最低値 1,640円/kg
（７月２２日）

最大で５６円（約３％）の
価格下落

７月１～７日平均 1,581円/kg
８日以降最低値 1,450円/kg
（７月２０日）

最大で１３１円（約８％）の
価格下落

７月１～７日平均 1,698円/kg
８日以降最低値 1,349円/kg
（７月２１日）

最大で３４９円（約２１％）の
価格下落

7/1 7/8 7/15 7/22

北海道

7月21日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

7/1 7/8 7/15 7/22

島根県

7月22日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛
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三重県
円/kg

7月20日
稲わらセシ
ウム検出
出荷自粛

資料：農林水産省生産局畜産部畜産企画課調べ



牛肉の検索システムの改善

独立行政法人家畜改良センターは牛の個体識別システムについて、セシウム汚染
稲わらを給与した牛の個体識別番号(厚労省公表)から、市場に流通した当該牛の
肉を検索するシステムを開発（8月1日運用開始）

個体識別番号を入力すると、検査未実施の追跡検査対象の牛肉か、回収対象の
牛肉であるかを確認可能に。

http://www.id.nlbc.go.jp/rsSearch.php4



全頭・全戸検査について

対象県 ①原災法に基づく出荷制限の指示を受けた県

（自家産稲わらに汚染が認められ、かつ牛の肉の暫定規制値超過例の
分布に地理的な広がりが認められた県）
②自主的に実施する県

検査体制 ①県はゲルマニウム半導体検出器の整備状況、牛肉以外のモニタリン
グ検査の計画を勘案して、検査体制を確保。

②簡易測定機器を使用する場合には、一定の要件に適合する簡易測
定器を使用し、実際の検査場所において正確な測定が可能である旨の
検証データをとる。
③機器の確保については、国は各県の確保状況を踏まえて支援する。

計画出荷
体制

①県は出荷先のと畜場に対応する放射性物質の検査体制に応じた農
家からの出荷管理、と畜場の搬入管理を行う。

②県外に出荷する牛の検査について、予め受け入れ側の自治体及び
関係者と協力の内容について十分協議する。

③県は①及び②の実施に当たっては、検査能力に応じた出荷計画を策
定する。

④県及び受け入れ側の自治体は、その検査能力を高めるための措置
を行うこととし、国はこれに最大限支援・協力する。

牛肉の放射性物質に係る検査計画及び出荷計画の策定に当たっての基本的対応方針

出典：厚労省


